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飯
樋
地
区
大
雷
神
社
の
例

大
祭
が
４
年
振
り
に
行
わ

れ
、
地
元
地
区
か
ら
神
楽
や

手
踊
り
、
サ
ン
バ
、
太
鼓
な

ど
多
数
の
伝
統
芸
能
や
山
車

（
だ
し
）
が
参
加
し
、
地
区
内

は
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

３
日
、
大
雷
神
社
の
境
内

で
芸
能
な
ど
を
奉
納
し
た

後
、
行
列
は
上
飯
樋
か
ら
飯

樋
町
地
区
を
練
り
歩
き
ま
し

た
。
翌
４
日
も
前
田
・
八
和

木
地
区
を
練
り
歩
き
、
沿
道

に
は
地
元
住
民
や
帰
省
し
た

家
族
連
れ
な
ど
多
く
の
人
が

詰
め
か
け
、
春
の
お
祭
り
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

祭り一色のゴールデンウィーク 
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こ
れ
ま
で
に
数
多
く
献
血

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々

に
対
し
、
村
献
血
推
進
協
議

会
（
会
長
・
村
長
）
か
ら
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
献
血
回
数
が
節

目
を
迎
え
た
方
を
対
象
に
、

同
会
が
毎
年
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
今
回
は
献
血
１
０
０

回
目
を
迎
え
た
山
田
信
さ
ん

（
臼
石
）
を
は
じ
め
、
14
人

に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。（
表
彰
者
・
回

数
は
下
表
の
と
お
り
）

今
年
は
春
か
ら
全
国
的
に

血
液
が
非
常
に
不
足
し
て
お

り
、
同
会
で
は
17
年
度
予
定

の
献
血
に
、
さ
ら
に
多
く
の

方
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
い

く
方
針
で
す
。
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村の健康づくり事業に関して調査・審議
を行う「飯舘村健康づくり推進協議会（菅
野永徳会長）」の今年度第１回会議が、この
ほど「いちばん館」で行われ、第２次保健計
画の進捗状況について審議が行われました。
会議では、母子・成人・高齢者など年齢
層ごとの保健計画のほか、精神保健の年次
計画の進捗状況について審議され、概ね良
好であるも、母子保健では「子育てサポート
システムづくり」、成人・高齢者保健では
「前立腺がん検診の導入の検討」、精神保健
では「心の健康づくりサポート」などが課題とされ、17年度事業の中に盛り込み展開するよう審議
されました。

○ご協力ありがとうございました。
今後ともよろしくお願いいたします。
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100回
70回
50回

30回

20回

10回

氏名
山　田　　　信
星　　　代四行
�　橋　世津子
佐　野　幸　正
青　柳　敏　雄
松　井　春　雄
佐　野　小百合
菅　野　雪　雄
草　野　周　一
木　幡　民　子
�　橋　聖　奈
濱　田　光　弘
細　山　裕　一
庄　司　奈津子

行政区
臼 　 石
上 飯 樋
草 　 野
前田・八和木
二枚橋・須萱
上 飯 樋
草 　 野
宮 　 内
飯 樋 町
伊 丹 沢
比 　 曽
草 　 野
飯 樋 町
小 　 宮


